
昨

年

の

秋

祭

は

あ

い

に

く

の

台

風

で

神

輿

お

渡

り

な

ど

各

行

事

や

夜

店

が

中

止

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

は

つ

つ

が

な

く

斎

行

で

き

る

こ

と

を

願

い

ま

す

。

宵

宮

二

十

七

日

に

は

献

湯

神

事

、

神

輿

お

渡

り

巡

幸

が

行

わ

れ

ま

す

。

神

輿

お

渡

り

は

大

宮

み

こ

し

会

子

ど

も

み

こ

し

の巡

行

と

共

に

行

い

ま

す

。

本

宮

二

十

八

日

に

は

秋

季

大

祭

を

斎

行

。

夜

は

内

代

町

・

生

江

・

中

宮

地

区

の

地

車

が

三

基

一

斉

に

宮

入

し

ま

す

。

両

日

と

も

拝

殿

で

の

神

楽

奉

納

、

車

樂

会

に

よ

る

地

車

囃

子

演

奏

が

行

わ

れ

ま

す

。

神

賑

行

事

の

詳

細

は

境

内

掲

示

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

夜

店

も

た

く

さ

ん

出

復

活

四

年

目

の

神

輿

お

渡

り

。

昨

年

中

止

だ

っ

た

分

も

大

い

に

盛

り

上

げ

ま

し

ょ

う

。

奉

仕

者

に

は

は

っ

ぴ

貸

与

、

神

社

で

お

祓

い

の

後

に

境

内

を

出

発

、

大

宮

地

区

を

約

二

時

間

巡

幸

、

巡

幸

後

直

会

あ

り

。

台

車

に

載

せ

た

神

輿

を

引

き

綱

で

引

く

の

で

年

齢

問

わ

ず

ご

参

加

い

た

だ

け

ま

す

。

申

込

は

事

前

に

社

務

所

ま

で

。

七

五

三

は

子

供

の

無

事

の

成

長

を

祝

っ

て

氏

神

様

に

参

詣

し

て

神

恩

感

謝

す

る

伝

統

行

事

で

す

。

男

女

三

歳

と

五

歳

、

女

児

七

歳

で

お

詣

り

し

ま

す

。

当

社

で

は

十

一

月

の

土

日

祝

日

は

予

約

な

し

で

、

午

前

九

時

半

よ

り

午

後

三

時

ま

で

の

間

、

受

付

順

に

ご

祈

祷

を

承

り

ま

す

。

十

一

月

平

日

、

そ

の

他

の

月

は

ご

予

約

下

さ

い

。

土

日

祝

日

は

近

隣

の

駐

車

場

を

ご

利

用

下

さ

い

。

九

月

四

日

に

上

陸

し

た

台

風

二

十

一

号

。

氏

子

崇

敬

者

様

に

台

風

被

害

の

お

見

舞

い

申

し

上

げ

ま

す

。

当

社

で

は

樹

木

の

大

枝

の

落

下

、

千

木

（

ち

ぎ

・

本

殿

屋

根

の

飾

り

）

の

落

下

、

社

務

所

瓦

屋

根

四

か

所

が

壊

れ

て

道

路

一

面

に

瓦

が

散

乱

、

鉄

板

製

ス

ロ

ー

プ

が

吹

き

飛

ぶ

な

ど

の

被

害

が

あ

り

ま

し

た

。

し

か

し

二

月

に

樹

木

の

大

が

か

り

な

枝

は

ら

い

を

し

た

た

め

、

大

木

の

倒

木

や

お

社

の

倒

壊

は

な

く

大

事

に

至

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

長

年

で

き

な

か

っ

た

枝

は

ら

い

を

今

年

行

え

た

巡

り

合

わ

せ

は

、

ま

さ

に

神

様

の

お

導

き

と

感

謝

す

る

ば

か

り

で

す

。

片

付

け

は

二

日

を

要

し

、

集

め

たた

枝

葉

は

小

山

ほ

ど

の

量

に

な

り

ま

し

た

。
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平

成

三

十

年

秋

季

大

祭

十

月

二

十

七

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

十

五

時

三

十

分

神

輿

お

渡

り

巡

幸

二

十

八

日

日

曜

日

十

一

時

秋

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

両

日

共

十

五

時

～

二

十

一

時

※

秋

祭

は

十

月

第

四

日

曜

日

と

そ

の

前

日

土

曜

日

の

二

日

間

で

す

秋秋秋秋

祭祭祭祭

神神神神

饌饌饌饌

料料料料

をををを

承承承承
りりりり
まままま
すすすす

神

饌

料

を

賜

り

ま

す

と

、

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

授

与

。

奉

納

者

名

を

境

内

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

詳

し

く

は

社

務

所

ま

で

。

上

は

一

昨

年

の

お

渡

り

の

前

の

神

輿

の

祓

い

、

下

は

昨

年

雨

の

中

行

わ

れ

た

大

祭

の

巫

女

舞

祈祈祈祈
祷祷祷祷
案案案案
内内内内

初

宮

詣

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

出

張

祭

典

※

お

電

話

で

ご

予

約

を

☎

０

６

（

６

９

５

１

）

２

１

９

６

境
内
だ
よ
り

九

月

十

三

日

、

十

四

日

に

大

宮

中

学

校

二

年

生

二

名

が

職

場

体

験

と

し

て

当

社

に

ご

奉

仕

し

ま

し

た

。

巫

女

装

束

着

付

け

、

玉

串

の

作

法

、

紙

垂

作

り

、

境

内

掃

除

な

ど

の

ご

奉

仕

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

神
輿
お
渡
り
の

奉
仕
者
の
募
集

十

月

二

十

七

日

土

曜

日

午

後

三

時

集

合

※

雨

天

時

は

翌

日

の

二

十

八

日

に

順

延

玉

串

奉

奠

の

作

法

練

習

左

は

一

昨

年

の

神

輿

お

渡

り

七

五
三

詣
の

ご
祈

祷

案

内

台台台台

風風風風
のののの
被被被被
害害害害
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

右

か

ら

台

風

後

の

境

内

、

落

ち

た

本

殿

千

木

、

社

務

所

の

壊

れ

た

屋

根

瓦

の

様

子


